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ヤッピースケールからみた運動経験者の特性に関する研究

並河裕＊

●

ResearchontheChar班teroftheSport-ExpernencedPerBOIuby

YmppiesScale.

YUtakaNAMIkAWA＊

ABSTRACT

Ｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｒｅｓｅａｒｃｈｗａｓｔｏｖerilyrelationbetweenlifb-stylefactorandthesport
experience・Thequestionnairewerecomposedofａｎａｇｅａｎｄｓｅｘ,aboutthesportactivitiesexpenenCｅ
６items,and23itemsrelatedtolife-stylefactormoreTheSuhjectswerel32studerltsofthespecial
school〔６６males,６６females)．

Themainresultswereasfbllows：

１）Ｔｈｅsignificant]WdifferencebetweenthemaleandthefemalestatisticalⅣwasseeninthepast
sportexpenence､Inotherwords,amaldSpastsportexperienceshowedhighervaluethanitof
thefemale、

２〕Whenittriedtoseepresentsportactivitiesconditions,adegreeofpartjcipationtothesporｔ
ｅｖｅｎｔｓｈｏｗｅｄｖｅｒｙｈｉｇｈｖａｌｕｅＯｎｔｈｅｏtherhand,adegreeofuseofthesportfacilitieｓｓｈｏｗｅｄ
ｌｏｗｖａｌｕｅ

３)Thecharacteristicsofthelife-stylefELctorofthesport-expenencedpersonbecameclear・They
werefirst-classorientation，fajthmmObUity］thesportorientation，andthepersonaUzation
orientatio､．

に､わが国の運動実施率は67％と３人に２人が実

施していると言われている｡しかし、諸外国の運動

実施状況と比較すると､運動の質(例えば､運動の

頻度や時間)という面からみると､まだまだ低いとい

わざるを得ないのが現状である。

それ故に、運動の質を高めるためのスポーツ

環境の整備が急務である。一方、人のスポーツ

や運動との関わり方は、個人的要因、社会的要

因、環境的要因等によってさまざまである。つ

まり、個人のライフスタイルがスポーツや運動

との関わりに大きな影響を及ぼすと考えられ

る。拙稿（1996）において、大学生を対象に運

動経験者のライフスタイル要因の特性を分析し

た結果においていくつかの特性が明らかになっ

た。しかし、社会学やマーケティングにおける

Ｉはじめに

今日の社会は、目まぐるしい変化とともに

人々の価値観、行動パターン等も多種多様であ

る。そしてこのことはスポーツの分野でも同様

で、人々の多様なニーズに応える生涯スポーツ

を推進させていくことが重要な今日的課題とし

て認識されている。

また現在、わが国の寿命も５０年から今や８０

年になり、この３０年の生き方が重要になってい

る｡生涯スポーツの観点からこの30年を運動と

してのスポーツ、あるいは文化としてのスポー

ツとどのように関わっていくかが問われてい

る。一方、最近の健康ブームに代表されるよう

*保健体育教室
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ライフスタイル分析には、ミッチェルら（1987)による

VALS調査や飽戸ら(1989)によるＮＪＷＬ調査､また

AIO調査といったさまざまな指標が用いられてい

る｡その中に、若者のライフスタイルをあらわす指標

として用いられているものにヤッピースケールがあ

る。これはマーケットにおけるフォアランナーとしての

可能性を示すライフスタイル要因として重要と考え

られ､にわかに注目を集めた｡特に若者の行動原理

を説明する要因として研究が進められている｡個人

の消費行動が意識や価値観といったライフスタイ

ル要因に影響を受けることが､消費行動分析にライ

フスタイル要因が用いられる所以である。このこと

はスポーツ行動においても同様である｡つまり､人は

自分のライフスタイルに従って､スポーツに接近した

りあるいは退避といった行動を起こすと考えられる。

それ故にライフスタイル要因による運動者の分析は

スポーツ経営にとって関心事である。

そこで本研究では、運動経験とヤッピース

ケールとの関連を比較分析することで、運動経

験者としての若者のライフスタイル特`性を明ら

かにすることを目的とした。

項目､現在の運動実施状況(クラブ所属の有無､ス

ポーツ行事の参加状況､運動施設の利用状況)が

3項目､ヤッピースケールとして23項目で､計31項

目を設定した。

なお､過去の運動経験､クラブの所属の有無､さ

らにヤッピースケールの回答には｢はい｣と｢いいえ」

の２分応答で求めた｡そして､運動実施状況におい

ては４件法による回答を求め､スポーツ行事の参加

度を｢すべて参加する｣を４点から｢まったく参加し

ない｣を１点とし､運動施設の利用度も同様に｢よく

利用する｣を４点から｢まったく利用しない｣を１点と

して､それぞれ間隔尺度を構成しているものと仮定

し､以下の分析に使用した。

3．統計処理

データの分析には、統計パッケージsPss

VemlOを使用し､主にクロス集計によるｘ２検定
を分析に用いた．

Ⅲ結果

1．過去の運動経験の男女比較

小学校から高校までの運動経験に男女差があ

るのかどうかを見るために、運動経験と性別を

クロス集計によるｘ２検定を行った。
小学校における運動経験の有無については、

男子では「はい」という回答が56.1％、「いい

え」が43.9％で、女子においては「はい」が

37.9％､｢いいえ｣が62.1％という比率であった。

クロス集計による検定の結果、男子は女子に比

べて小学校時の運動経験者が多いという傾向が

見られた（Ｘ２値＝4.380,ｐ＜05,表２参照)。

Ⅱ研究方法

1．關査対象

沖縄市に在校の専門学校に在籍する学生132

名（男性66名、女性６６名）を対象に質問紙法

によるアンケート調査を実施した。調査票の配

布および回収は、集中講義として行われている

体育の授業の中で実施した。

回答が得られた対象者の'性別及び年齢構成は

表１に示した。

表１対象者の性別と年齢 表２小学校運動経験の男女比較

運動経験小学

性別平均値Ｎ標準偏差
はいいいえ合計

男性

女性

合計

20.03

19.27

19.65

６
６
狸

６
６
１

1.11

0.96

1.06

男性 37

56.1％

29

43.996

66

100.0％性別

女性 ２５

３７．９６６

41

62.1％

66

100.0％

Ｚ圏査項目

調査項目は､基本的属性(年齢､性別)が２項

目、過去の運動経験(小学校､中学校､高校)が３

合計 62

47.096

70

53.096

’32

100.096

列２＝4.360ｐ＜､0５
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現在、運動クラブに所属しているものの状況

は､全体では所属者が15.2％､無所属者が84.8％

であった。男女別にみてみると、男子の所属者

が27.3％、無所属者は72.7％であり、女子は、

それぞれ３０％､９７．０％であった。男女間には統

計的に有意な差が認められ、男子の所属率は女

子に比較して有意に高いという結果であった

（Ｘ２値＝15.086,ｐ＜００１，表５参照)。

次に、中学校における運動経験をみると、男

子では「はい」が69.7％、「いいえ」が30.3％

であり、女子では「はい」が32.8％、「いいえ」

が67.2％という値であった。検定の結果は、男

子に運動経験者が多く、女子に運動未経験者が

多いという傾向を示した（Ｘ２値＝17.6999,ｐ

＜００１，表３参照)。

表３中学校運動経験の男女比較
表５現在の運動経験の男女比較

運動経験中学

現在の運動経験
はいいいえ合計

はいいいえ合計66

100.0％

男性 20

30.3％

46

69.796
66

100.0％

48

72.7％

男性 １８

２７.鋼
性別

64

100.096

性別女性 43

67.2％

２１

３２二896
66

100.0％

女性 ６４

９７．００６

2

3.0％
’30

100.0％

63

48.596

67

51596

合計
132

100.096

112

84.8％

20

15.2％

合計

Ｚ２＝17.699p<ＰＯＩ

え２＝15.086ｐ＜,001

さらに、高校における運動経験についてみて

みると、男子では「はい」が56.1％、「いいえ」

が439％で、女子では「はい」が36.9％、「い

いえ」が63.9％という結果であり、男子のほう

が女子に比べて運動経験者が多いという傾向を

示した（ｘ２値＝4.820,Ｐ<,05,表４参照)。

2）スポーツ行事への参加度

スポーツ行事への参加状況についてみてみる

と、「全く参加しない」が6.8％、「ほとんど参

加しない」が9.8％であり、「たまに参加する」
が331％、「すべて参加する」が49.6％という

結果であった。全体の８割がスポーツ行事に参
加している状況がみられた。なお､検定の結果、

男女間に有意な差は認められなかった。
表４高校運動経験の男女比較

連動経験高校

はいいいえ合計
3）運動施設の利用度

運動施設の利用状況についてみてみると､｢よ

く利用する」と「たまに利用すると」を合わせ

66

100.0％

29

43.996

男性 37

56.1％
性別

65

100.0％

41

63.1％

女性 24

36.9％

表６運動施設利用度の男女比較
131

100.096

70

53.4％

61

46.6％

合計
運動施蝕の利用慶
一一

利用しない利用する 合計
ｘ２＝4.820ｐ＜､Ｏ５

このように、小学校から高校にいたるまでの

運動経験の有無に関しては、すべての校種にお
いて、男子の運動経験者の比率が女子のそれを
上回っているという結果であった。

66

100.096

15

22.7％

男性 51

77.396
性別

64

100.0％

６

９.蝋

女性 58

90.6％

130

100.脇

21

16.296

109

83.896

合計

2．現在の運動実施状況について

1）運動クラブの所属状況
え２＝4.277ｐ＜０５
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ると16.1％であり、「全く利用しない」と「ほ

とんど利用しない」を合わせると83.8％であっ

た。男女間には有意な差が認められ、男子のほ

うが女子に比べ運動施設の利用度が高いという

傾向が見られた（Ｘ２値＝4277,ｐ＜､05、表６
参照)。

ポーツ志向」に有意差が認められた。運動経験

者が未経験者に比べて「スポーツ志向」の得点

が有意に高いという結果であった。同様に、中

学校での運動経験者と未経験者の比較において

は、「個性化志向」と「スポーツ志向」に有意な

差が認められた｡運動経験者は未経験者に比べ、

「個性化志向」と「スポーツ志向」において有

意に高い値を示した。さらに､高校においては、

「個性化志向」と「本物志向」及び「スポーツ

志向」と「立身出世志向」において、すべて運

動経験者が未経験者よりも有意に高い値を示す

という傾向が見られた。現在の運動部所属と各

尺度との比較においては、「個性化志向」と「ス

ポーツ志向」及び「モビィリティ信仰」と「立

身出世志向」に、それぞれ統計的に有意な差が

認められた。運動経験者の得点が未経験者のそ

れに比べ、高い傾向が認められた。

このように､各校種ごとに違いが見られるが、

ヤッピースケールから見た運動経験者のライフ

スタイル的要因の特`性がいくつか見られた。

３.ヤッピースケールからみた運動経験者の特性

ヤッピーはアメリカで生まれ、マーケット分

析の分野で注目されている。実際のヤッピーと

いわれる対象者は、年齢は２５歳から４５歳で、

主要都市あるいは都市近郊に住み、栄光､威信、

知名度、名声、社会的地位、権力等といったも

のを生涯の目的とする人たちを示す（中野、

1984)。飽戸（1986）は日本的ヤッピー分析の

中で、日本にもかなりヤッピーと似たライフス

タイルを持った人々、ヤッピーと似た価値を志

向する人々の存在を指摘している。

今回は、純粋のヤッピーというよりは、ヤッ

ピー予備軍としての年齢層をターゲットに、

ヤッピースケールに用いられている要因と運動

経験との関連を検討することとした。

ヤッピースケールは下位尺度としての「個性

化志向｣、「本物志向｣、「銘柄志向｣、「スポーツ

志向｣、「モビイリテイ志向｣、「一流志向｣、「立
身出世志向」といった７つの尺度で構成されて

いる。また、各尺度はさらにいくつかの項目で

構成されている。本研究においては、各項目ご

とに、「はい」に１点、「いいえ」に０点を仮に

与え、下位尺度ごとの総得点を算出した。さら

に、小学校から現在の運動経験に至るまでの、

各校種別に運動経験あり群となし群ごとに下位

尺度の平均値を算出し、平均値による差の検定
を行った。

表７はヤッピースケールに用いられる各下位

尺度の平均値及び各校種別の運動経験者と未経

験者との比較検定の結果を示したものである。

各下位尺度の平均値にはばらつきが見られる

が、最も高いものが「スポーツ志向」の２．０９と

いう値であり、最も低いものが「一流志向」の
0.19という値であった。

まず、小学校における運動経験者と未経験者

を下位尺度ごとに平均値で比較した結果、「ス

Ⅳ考察

１．過去の運動経験について

小学校から高校までの運動経験者の比率を見

てみると、中学校の51.5％が最も高く、小学校

および高校においても約半数のものが経験して

いるという結果からは、比較的学校生活におけ

る運動実施状況は良好であるとみることができ

る。ただ、男女別に比較した場合、明らかに有

意な差が見られる。つまり女子の運動経験者が

男子に比べてまだまだ少ないということ、この

ことは小学校から高校にいたるまで一貫して認

められることなどが明らかである。

2．現在の運動実施状況について

現在の運動部所属率は全体で15.2％であり、

小学校から高校のそれと比較しても非常に低い

と考えられる。この背景には対象者とした専門

学校生の特性、つまり短期間における集中学習

（資格の取得等）による自由時間の少なさ、あ

るいは学校のスポーツ環境の未整備等が考えら
れる。
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表７ヤッピー尺度と運動経験の比較

各校種別運動経醸とヤッピー尺度との比較検定

下位

尺度

中学校 高校 現在の運動瀞小学校

ヤッピー尺度の項目 全体の

平均値平均検定平均検定一一平均ｈ１定平均検定

他の人とは､一味違う個性的な生
き方をしている。１．０９１．２０

平均的日本人とは､ちょっと違う生
活の仕方をしている。０．９８

グループのなかで､注目の的にな

りたい。

洋服などをHⅡうとき、わりに目立つ

ものを買う方だ。

昔と同じような生活の仕方をするの
は面白くない。

1．３２．＊１．３９＊１．５５＊

1．００0．８４ 0．８３

颪
詳
言
針
。

0．５４＊0．４５ｲﾝｽﾀﾝﾄ食品は食べない。 ０．４１０．４９

着るものはできるだけ天然繊維のも
のにしている。０．３４

家の中や部屋に観葉植物などをい
つもおいている。

0．４０針
罫
馴
。 0．４０0．２９0．４０

ファッションのため値かけるお金や
時間は惜しくない。０．５６０５７

自分を表現する手段として､ファッ
ションを重規する。０．５５

0．４５0．５６ 0．６３蕊
戴
則
。 0．５８0．４９0．５３

僧が■のるセンスのよb､銘Wi品と身につけて
いなし､となんとなく世々とふるまえなb、

スポーツで丈夫な身体づくりに励

んでいる。 ２．０９２．４６＊２．６８＊＊２．８０３．４５＊

Ｎ
莞スポーツで疲れた神経をｽｶｯとさ
[せる。 １．７５１．４８１．５０１．８４

遥月に何回かはスポーツや趣味のこ
:壁している。

好きでよくするスポーソや趣味があ
る。

早い機会に､世に知られた一かど
１．７６１．７９

４，の人物になりたい。
呵今の世の中､努力すれば成功でき
もる。 １．７４

１１

論今…中摺恵を燭かせれば成
喜蝋纈鯛漿…

通の人力畷力し匂､らと､､って成功はおIまっか

な0，

2．１５＊1．９０1．７９

1．６９1．６６1．７５

服装や装身具は､一流名柄のもの

を見につける。0．１９０．１７ 0．２０0．２６0．２３熱
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Ｖまとめ一方､スポーツ行事等の参加率は非常に高く、

「たまに参加する」と「すべて参加する」を合

わせると82.7％であった。スポーツ行事の質や

量的な背景は異なるが、大学生を対象とした調

査結果（31.6％）と比較しても、非常に高い参

加率といえる。一般的に専門学校における学生

の行動は、学生数の規模から見ても、集団行動

をとることが多く、このことがスポーツ行事へ

の参加率を高めていると考えられる。

しかし、運動施設の利用度から運動実施状況

を見てみると、反対に利用状況は非常に悪く、

「たまに利用する」と「よく利用する」を合わ

せても16.1％である。この背景にはおそらくス

ポーツ施設の少なさや時間的余裕のなさといっ

た要因が関わっているものと推測される。

運動経験とヤッピースケールとの関連を比較

検討することにより、若者のライフスタイル特

性を明らかにする為に、専門学校生を対象にア

ンケート調査を実施した。主な結果は以下の通

りである。

1．過去の運動経験には男女差が認められ、小

学校から高校現在にいたるまで女子の運動経

験者が男子に比べ少ないことが確認された．

２．現在の運動クラブ所属率は全体に低く、そ

の中でも男女差が見られ、女子のほうが男子

と比較して所属率が低いという結果であっ

た。また、スポーツ行事への参加度は全体に

高く、男女共に８割が参加しているという状

況であった。さらに、運動施設の利用状況に

おいては、全体に利用度は低く、女子のそれ

は男子に比べ有意に低いという傾向を示し

た。これらのことから、スポーツ環境の整備

とりわけ運動施設の拡充が課題であると考え

られる。

3.ヤッピースケールから見た運動経験者の特性

がいくつか見られた。小学校から現在に到る

まで一貫して、運動経験者が未経験者に比べ

「スポーツ志向」が高いという傾向が認めら

れた。「個性化志向｣が中学校から運動経験者

の特性として見られるようになり、高校及び

現在において、「立身出世志向」及び「モビイ

リテイ信仰｣、さらに「一流志向」が運動経験

の増大に伴い､高くなるとことが確認された。

3.ヤッピースケールから見た運動経験者の特性

小学校から中学校、さらに高校と現在に至る

まで一貫して、運動経験者に見られた特性は、

「スポーツ志向」のみであった。中学校になる

と「個性化志向」が加わり、高校では、それに

「本物志向」と「立身出世志向」が加わる。さ

らに現在の運動状況においては「本物志向が」

消え「モピイリテイ信仰」が現れるといった図

式が見られる。これらのことは、スポーツをす

る目的と関連させて考えると理解しやすいと思

われる。すなわち、スポーツをすることが好き

といった、スポーツそのものの魅力が「スポー

ツ志向」の高さを表し、中学の段階では「個性

化志向」というものがスポーツの実施と関連し

て表出し、さらに高校や現在にいたると「立身

出世志向」や「モピイリテイ信仰」が表出して

くるのではないかと推測される。このことは、

推測の域を出ないが、あながち関係がないとは

思えない。年齢が進むにつれ、また運動経験を

増すことにより、各ライフスタイル要因間に運

動経験者と未経験者に差ができるようになるこ

とが推測される。以上のことから年齢や社会的

背景による影響は無視できないが､少なくとも、

ヤッピースケールからみた運動経験者の特性は

明らかにできたと考える。今後はこの特性をい

かにスポーツ環境の整備、あるいはスポーツマ

ネジメントに活かすかが重要な課題である。
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